















Metropolitan Statistical Area：SMSA）、1983 年には大都市圏統計地域







































































































































図２ ３つの等円都市からなる都市圏 図３ ４つの等円都市からなる都
市圏























等円都市数 θ cosθ 1/cosθ (1/cosθ)
2 都市圏定義数値
3 30° 0.866 1.155 1.334 0.445
4 45° 0.707 1.414 1.999 0.5
5 54° 0.588 1.701 2.893 0.579
6 60° 0.5 2 4 0.667
8 67.5° 0.383 2.611 6.817 0.852
9 70° 0.324 2.924 8.549 0.95
10 72° 0.309 3.236 10.472 1.047
12 75° 0.259 3.861 14.907 1.242
16 78.75° 0.195 5.128 26.296 1.644




























































都市圏 エリア人口 中心市昼間人口 都市圏定義数値
甲 府 843477 231218 0.27
岐 阜 1363047 433077 0.32
徳 島 813336 296763 0.36
松 江 558911 205457 0.37
宇都宮 1318997 529965 0.4
八 戸 651346 257584 0.4
水 戸 750615 301951 0.4
金 沢 1174026 493849 0.42
弘 前 472856 200565 0.42
佐 賀 528896 230697 0.44
和歌山 858214 390753 0.46
熊 本 1451493 698089 0.48
郡 山 749118 359136 0.48
豊 橋 766769 364999 0.48
長 崎 967572 467889 0.48
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松 本 526141 250457 0.48
山 形 577160 276846 0.48
仙 台 2263562 1098981 0.49
福 井 672358 338569 0.5
大 分 935731 473094 0.51
四日市 605360 313406 0.52
広 島 2209719 1174401 0.53
秋 田 647617 349635 0.54
姫 路 1008639 546303 0.54
神 戸 2792156 1547971 0.55
鳥 取 378113 209338 0.55
新 潟 1470455 826581 0.56
日 立 377047 211905 0.56
高 山 163627 98515 0.6
名古屋 4221031 2516196 0.6
浜 松 1339820 806370 0.6
長 野 647706 396153 0.61
函 館 496431 303878 0.61
福 岡 2596039 1571184 0.61
静 岡 1198757 741583 0.62
宮 崎 607173 376788 0.62
福 島 470961 302423 0.64
札 幌 2884522 1880863 0.65
松 山 653642 525208 0.8
平均値 1102883 579452 0.51














































































































































































































































































































１ これは、コアブロックのグループにおいて、エーカー当たり 1000 人、その周辺ブロック
ではエーカー当たり 500 人いて、集中居住ブロックは、少なくとも 50000 人を包含する。
ちなみに、2000 年においてアメリカ合衆国では、464 の都市化地域があった。
２ これは、都市化地域のバージョンを下げたもので、地域クラスターを形成する人口は、


































20 ちなみに、神頭（2004、pp. 121-123）によると、わが国の大都市 10 の人口に対してラン
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